
31 

別紙３ 

 

厚生労働行政推進調査事業費補助金 

厚生労働科学特別研究事業 

分担研究報告書 

 

GTINコードを活用した医療機関における効率的な標準コード管理のための研究 

項目 3-1 標準コードマッピングに係る効率的な手法の検討と手順書作成 

 

研究分担者 折井孝男（東京医療保健大学 大学院医療保健学研究科 臨床教授） 

研究協力者 高田敦史（九州大学病院メディカル・インフォメーションセンター） 

研究協力者 宮村信輝（名古屋大学医学部附属病院メディカル ITセンター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A. 研究目的 

医薬品コードの標準化は、医療機関や薬

局間での円滑な情報共有や、レセプト電算

処理の効率化に不可欠な基盤として位置づ

けられている。また、国際的な標準規格であ

る IDMP/SPOR への対応や、散在するマスタ

データを一元管理する医薬品マスタデータ

管理の重要性についても述べられているこ

とから、医薬品コードを管理するためのマ

スタ・データベースを構築する。 

 

B. 研究方法 

B-１．GTINコードを軸とした医薬品コー

ドマスタの構築 

 本研究では薬価基準収載品目を対象とし

た。医薬品は商品名、規格など多くの情報

を有している。本研究では主テーマである

GTINコードを中心に医薬品コードマスタ

 

GTINコードは医薬品等の流通コードとして利用できる。しかし、各医療機関で稼働

している医薬品マスタには主にローカルコードが用いられており、GTINコードと紐づ

けた管理はほとんどなされていないのが実情である。医療機関では部門システムなど

のシステム間でもコードの統一がなされていないことが多くみられる。そこで、GTIN

コード、YJコードなどとのマッピングを効率よく行う方法について検討した。具体的

には、既存の標準コード、マッピング手法の整理等について調査した。さらに、効率

的なコード統合のアプローチ、特に GTINコードを軸とした統合管理の利点と課題、医

療現場における利用可能性について考察した。その結果、医療機関で主として使用さ

れている医薬品コードとの連携を図るため医薬品コードマスタを構築した。GTINコー

ドは元梱包装単位、販売包装単位、調剤包装単位で構成されており、コード体系も異

なることもあり、医療現場で効率よく医薬品を入手時の選別において課題のあること

が明らかとなった。 
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の構築に必要な商品名、一般名、剤形区分

等の基本となる項目、さらに詳細な情報単

位である販売包装数量・単位、包装形態と

した。 

 

C. 研究結果 

C-1. 対象とした医薬品コード 

C-1-1. 医薬品コード 

対象とした医薬品コードは、GTINコー

ド（個装販売包装単位コード、販売包装単

位コード、調剤包装単位コード）を中心と

した。さらに、医療現場で主として用いら

れている YJコード（YJコードリストから

取得）、レセプト電算処理コードとした。 

本研究では、GTINコードを軸としてモ

デルデータベースを構築したが、将来的な

拡張として、ICH等を視野に入れ、ATCコ

ード、さらに ISO-IDMPコードの連携を図

ることが必須といえる。 

 

C-1-2. 医薬品コードマスタ 

 YJコード、レセプトコードを対象とし

た理由については、薬事・安全性に関する

コードは主として、行政側と製薬企業等側

との間で用いられる治験成分記号、厚労省

経済課コード、再審査用コードがある。ま

た、再審査用コードは Who Drug Globalと

連携している。一方、臨床の場では医薬品

情報、二次利用等に YJコード（YJコード

リスト：HELICS標準承認）がある。各医

療機関ではローカルコードを用いている施

設が多くみられたが、これらのコードを結

びつけるコードマスタの構築は必須といえ

る。 

 医薬品コードマスタのための基本モデル

を図 1に示した。構築した医薬品コードマ

スタは、一つの医薬品名を軸として、その

医薬品の有する包装数量単位、包装規格に

対応した（図 2）。ダウンロードしたデー

タを結合したデータの確認処理は医薬品情

報標準化推進協議会（CAPS）で行った。本

研究で作成したコードマスタを資料 1-1，

資料 1-2に示した。さらに、操作手順書を

資料 2に示した。 

 

 

 

 

 

図 1.  医薬品コードマスタのための基本モデル 

剤形、包装形態 
（PTP、バラ）（10 カプセル
シート､21 カプセルシート） 
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表 1  医薬品コードマスタのデータ仕様 

 

 項目名  データ形式  備考 

 

 商品名  可変長文字列  薬名＋剤形＋包装数量・単位 

 剤形  可変長文字列  錠剤、カプセル剤等 

 規格  可変長文字列   

 包装形態 可変長文字列  PTP、SP、バラ 

 包装数量 可変長文字列   

 包装数量単位 可変長文字列   

 剤形区分 可変長文字列  内服薬、外用薬、注射剤 

 YJコード 固定長文字列  個別医薬品コード（YJ コードリスト） 

 レセプト電算用コード 1 固定長文字列  

 レセプト電算用コード 2 固定長文字列 選定療養 

 調剤包装単位コード 固定長文字列 GTIN 

 販売包装単位コード 固定長文字列 GTIN 

 元梱包装単位コード 固定長文字列 GTIN 

 

 

 

現在、医薬品は多種の規格（包装形態、

包装数量・単位等）で販売会社から市場に

流通している。 

医薬品の名称は、基本的に薬名＋剤形＋

規格＋屋号（後発品）から構成されてい

る。流通の段階では一つの医薬品に於いて

も複数の販売包装単位を有していることか

ら、各規格ごとにコードが必要である。 

本研究では GTINコードを中心とした標

準コードの管理ということから、これらの

医薬品ごとに GTINコード、YJコード、レ

セプト電算処理コードとして医薬品コード

マスタを構築した。 

 

C-2. GTINと他のコードとの関係 

 GTINコードと他の医薬品コードとの関

係は表 1に示した。 

 

 

 

 

・クロピドグレル錠 75ｍｇの場合 
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薬名    剤形 規格 屋号（後発品）  

クロピドグレル 錠 75ｍｇ「トーワ」      GTIN コード 

包装形態  包装数量・単位    （販売包装単位） （元梱包装単位） （調剤包装単位） 

・PTP  100 錠（10 錠×10 シート） 14987885026536  24987885026530  04987155140514 

・PTP  140 錠（14 錠×10 シート）  販売修了 

・PTP  500 錠（10 錠×50 シート） 14987155140108  24987155140102  04987155140514 

バラ  300 錠         14987155140092  24987155140096  04987155140590 

クロピドグレル 錠 75ｍｇ「日医工」 

クロピドグレル 錠 75ｍｇ「サワイ」   

 

図２．医薬品に対応する GTIN コード 

 

D. 考察 

本研究ではコードマスタの対象を医療用

医薬品（薬価基準収載品）とした。医薬品

コードマスタには現在、薬価基準収載医薬

品コード、YJコードリスト、レセプト電

算処理コード、さらに、本研究では今回対

象とはしないものの、国際医薬品コードと

して ISO-IDMP, ATCコード等とのマッピン

グについても検討した。 

 製品データベースが構築された場合、キ

ーとなるコードとの連携が図れる体制も必

須であると考える。製品データベースの構

成要素は不明（2026 年 3月時点）である

が、医薬品に係るすべての情報を有するこ

とは考えにくい。そのため、本研究で構築

したような多くの医薬品情報と連携を図る

ことのできる医薬品コードマスタ等の存在

が必須である。 

  

医療現場におけるコード管理の現状と課

題として、医療機関で稼働している各シス

テム（電子カルテ、薬剤部門システムな

ど）では、主にローカルコード（院内独自

コード）が用いられており、システム間で

コードが統一されていないのが実情であ

る。これにより、「同じ医薬品に複数のコ

ードが存在し混乱する」「手作業でのマッ

ピングや更新作業が煩雑である」などのコ

ード管理業務において大きな負担が医療現

場で生じている。 

GTINコードを軸とした統合管理では、

GTINコードは国際的な標準商品コードと

して有用ですあるものの、医薬品の場合は

「元梱包装」「販売包装」「調剤包装」とい

った単位ごとにコードが存在し、コード体

系も異なる。そのため、医療現場において

入手時に効率よく医薬品を選別・管理する

ためには多くの課題がある。さらに、マッ

ピング時の対応策を検討する必要性が示唆

された。 

今後の展望と国際標準への対応として、

今後、新たな医薬品の製品データベースが

構築される際には、すべての医薬品情報を

一つのデータベースで網羅することは難し

いことから、キーとなるコード（GTINな

ど）を通じて連携できる体制の構築が必須

であると考えられる。また、将来的には

ICH（医薬品規制調和国際会議）などを視

野に入れ、ATCコードや ISO-IDMPといっ

た国際的な医薬品コードとの連携へと拡張
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していくことが不可欠である。 

 

E. 結論 

本研究の成果としては、医療機関や薬

局、及びそれらの連携において円滑な情報

共有やレセプト処理の効率化を目指し、

GTINコードを中心に据えた「医薬品コー

ドマスタ」の基本モデルを構築したことで

ある。 具体的には、一つの医薬品を軸と

して、GTINコード（元梱包装単位、販売

包装単位、調剤包装単位）と、医療現場で

主に使用される YJコード、レセプト電算

処理コード等を統合・紐づけたデータベー

スとして構築した。 

 

F. 健康危険情報  

 なし 

 

G. 研究発表 

１. 論文発表 

 なし 

２．学会発表 

 なし 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

１．特許取得 

なし 

２．実用新案特許 

なし 

３，その他 

なし 
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資料 1-1.  医薬品コードマスタ「ア」の一部  

アーウィナーゼ筋注用１００００ 

アーチスト錠１．２５ｍｇ 

アーチスト錠１０ｍｇ 

アーチスト錠２．５ｍｇ 

アーチスト錠２０ｍｇ 

アーチメント錠１００ｍｇ 

アーテン散１％ 

アーテン錠（２ｍｇ） 

アートセレブ脳脊髄手術用洗浄灌流液 

アービタックス注射液５００ｍｇ 

アーリーダ錠６０ｍｇ 

アイオピジンＵＤ点眼液１％ 

アイクルシグ錠１５ｍｇ 

アイザベイ硝子体内注射液２０ｍｇ／ｍＬ 

アイセントレス錠４００ｍｇ 

アイセントレス錠６００ｍｇ 

アイソボリン点滴静注用１００ｍｇ 

アイソボリン点滴静注用２５ｍｇ 

アイドロイチン１％点眼液 

アイドロイチン３％点眼液 

アイトロール錠１０ｍｇ 

アイトロール錠２０ｍｇ 

アイピーディカプセル１００ 

アイピーディカプセル５０ 

アイピーディドライシロップ５％ 

アイファガン点眼液０．１％ 

アイベータ配合点眼液 

アイマービー点滴静注１２００ｍｇ 

アイミクス配合錠ＨＤ 

アイミクス配合錠ＬＤ 

アイモビーグ皮下注７０ｍｇペン 

アイラミド配合懸濁性点眼液 

アイリーア８ｍｇ硝子体内注射液１１４．３ｍｇ／ｍＬ 

アイリーア８ｍｇ硝子体内注射用キット１１４．３ｍｇ／ｍ

Ｌ 

アイリーア硝子体内注射液４０ｍｇ／ｍＬ 

アイリーア硝子体内注射用キット４０ｍｇ／ｍＬ 

アウィクリ注 フレックスタッチ 総量３００単位 

アウィクリ注 フレックスタッチ 総量７００単位 

アウドラザイム点滴静注液２．９ｍｇ 

アガルシダーゼ ベータＢＳ点滴静注３５ｍｇ「ＪＣＲ」 

アガルシダーゼ ベータＢＳ点滴静注５ｍｇ「ＪＣＲ」 

アカルボース錠１００ｍｇ「ＮＩＧ」 

アカルボース錠１００ｍｇ「サワイ」 

アカルボース錠５０ｍｇ「ＮＩＧ」 

アカルボース錠５０ｍｇ「サワイ」 

アキネトン細粒１％ 

アキネトン錠１ｍｇ 

アキネトン注射液５ｍｇ 

アキャルックス点滴静注２５０ｍｇ 

アキュミン静注 

アキョウダイコーＭ 

アクアチムクリーム１％ 

アクアチムローション１％ 

アクアチム軟膏１％ 

アクセノン末 

アクタリット錠１００ｍｇ「ＴＯＡ」 

アクタリット錠１００ｍｇ「サワイ」 

アクチット輸液 

アクチバシン注１２００万 

アクチバシン注２４００万 

アクチバシン注６００万 

アクテムラ点滴静注用２００ｍｇ 

アクテムラ点滴静注用４００ｍｇ 

アクテムラ点滴静注用８０ｍｇ 

アクテムラ皮下注１６２ｍｇオートインジェクター 

アクテムラ皮下注１６２ｍｇシリンジ 

アクトシン注射用３００ｍｇ 

アクトシン軟膏３％ 

アクトスＯＤ錠１５ 

アクトスＯＤ錠３０ 

アクトス錠１５ 

アクトス錠３０ 

アクトネル錠１７．５ｍｇ 

アクトネル錠２．５ｍｇ 

アクトネル錠７５ｍｇ 

アクトヒブ 

アクプラ静注用１００ｍｇ 

アクプラ静注用１０ｍｇ 

アクプラ静注用５０ｍｇ 

アクマルト輸液 

アクメインＤ輸液 

アクラシノン注射用２０ｍｇ 

アクリノール・チンク油「ヨシダ」 

アグリリンカプセル０．５ｍｇ 

アクロマイシンＶカプセル２５０ｍｇ 

アクロマイシンＶカプセル５０ｍｇ 

アクロマイシントローチ１５ｍｇ 

アクロマイシン軟膏３％ 

アクロマイシン末 

アコアラン静注用１８００ 

アコアラン静注用６００ 

アコニップパップ７０ｍｇ 

アコニンサン錠 

アコファイド錠１００ｍｇ 

アザクタム注射用０．５ｇ 

アザクタム注射用１ｇ 

アサコール錠４００ｍｇ 

アザシチジン注射用１００ｍｇ「ＮＫ」 

アザシチジン注射用１００ｍｇ「オーハラ」 

アザシチジン注射用１００ｍｇ「サワイ」 

アザシチジン注射用１５０ｍｇ「ＮＫ」 

アザシチジン注射用１５０ｍｇ「オーハラ」 

アザニン錠５０ｍｇ 

アザルフィジンＥＮ錠２５０ｍｇ 

アザルフィジンＥＮ錠５００ｍｇ 

アシアロシンチ注 

アシクロビルＤＳ８０％「ＮＫ」 

アシクロビルＤＳ８０％「サワイ」 

アシクロビルクリーム５％「ラクール」 

アシクロビルシロップ８％「タカタ」 

アシクロビル眼軟膏３％「ニットー」 

アシクロビル眼軟膏３％「日点」 

アシクロビル錠２００ｍｇ「ＣＨ」 

アシクロビル錠２００ｍｇ「サワイ」 

アシクロビル錠２００ｍｇ「トーワ」 

アシクロビル錠４００ｍｇ「ＣＨ」 

アシクロビル錠４００ｍｇ「サワイ」 

アシクロビル錠４００ｍｇ「トーワ」 

アシクロビル点滴静注２５０ｍｇ「ＭＥＥＫ」 
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アシクロビル点滴静注液２５０ｍｇ「トーワ」 

アシクロビル点滴静注液２５０ｍｇ「日医工」 

アシクロビル点滴静注液２５０ｍｇバッグ１００ｍＬ「アイ

ロム」 

アシクロビル点滴静注用２５０ｍｇ「ＮＩＧ」 

アシクロビル点滴静注用２５０ｍｇ「サワイ」 

アシクロビル内服ゼリー２００ｍｇ「日医工」 

アシクロビル内服ゼリー８００ｍｇ「日医工」 

アシクロビル軟膏５％「ＮＩＧ」 

アシクロビル軟膏５％「テバ」 

アシクロビル軟膏５％「トーワ」 

アシクロビル軟膏５％「ラクール」 

アシクロビル顆粒４０％「ＣＨ」 

アシクロビル顆粒４０％「ＣＨＯＳ」 

アシクロビル顆粒４０％「サワイ」 

アシクロビル顆粒４０％「タカタ」 

アシクロビル顆粒４０％「テバ」 

アシクロビル顆粒４０％「トーワ」 

アシクロビル顆粒４０％「日医工」 

アシクロビン点滴静注２５０ｍｇ 

アシクロビン顆粒４０％ 

アジスロマイシン細粒小児用１０％「トーワ」 

アジスロマイシン小児用細粒１０％「タカタ」 

アジスロマイシン小児用錠１００ｍｇ「タカタ」 

アジスロマイシン錠２５０ｍｇ「ＤＳＥＰ」 

アジスロマイシン錠２５０ｍｇ「サワイ」 

アジスロマイシン錠２５０ｍｇ「タカタ」 

アジスロマイシン錠２５０ｍｇ「トーワ」 

アジスロマイシン錠５００ｍｇ「トーワ」 

アシテアダニ舌下錠１００単位（ＩＲ） 

アシテアダニ舌下錠３００単位（ＩＲ） 

アシノン錠１５０ｍｇ 

アシノン錠７５ｍｇ 

アジマイシン点眼液１％ 

アジャストＡコーワ錠４０ｍｇ 

アジョビ皮下注２２５ｍｇオートインジェクター 

アジョビ皮下注２２５ｍｇシリンジ 

アジルサルタンＯＤ錠１０ｍｇ「ＤＳＥＰ」 

アジルサルタンＯＤ錠１０ｍｇ「ケミファ」 

アジルサルタンＯＤ錠１０ｍｇ「サワイ」 

アジルサルタンＯＤ錠１０ｍｇ「フェルゼン」 

アジルサルタンＯＤ錠１０ｍｇ「杏林」 

アジルサルタンＯＤ錠１０ｍｇ「日新」 

アジルサルタンＯＤ錠１０ｍｇ「明治」 

アジルサルタンＯＤ錠２０ｍｇ「ＤＳＥＰ」 

アジルサルタンＯＤ錠２０ｍｇ「ケミファ」 

アジルサルタンＯＤ錠２０ｍｇ「サワイ」 

アジルサルタンＯＤ錠２０ｍｇ「フェルゼン」 

アジルサルタンＯＤ錠２０ｍｇ「杏林」 

アジルサルタンＯＤ錠２０ｍｇ「日新」 

アジルサルタンＯＤ錠２０ｍｇ「明治」 

アジルサルタンＯＤ錠４０ｍｇ「ＤＳＥＰ」 

アジルサルタンＯＤ錠４０ｍｇ「ケミファ」 

アジルサルタンＯＤ錠４０ｍｇ「サワイ」 

アジルサルタンＯＤ錠４０ｍｇ「フェルゼン」 

アジルサルタンＯＤ錠４０ｍｇ「杏林」 

アジルサルタンＯＤ錠４０ｍｇ「日新」 
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資料 1-2.  構築した医薬品コードマスタ（一部） 
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資料 2 

 

 

 

医薬品コードマスタファイルデータベース 

 

作業手順書 

 

 

 

 

 

医薬品コードマスタファイルデータベースでは、個別医薬品コード(YJ コード)リスト、  

レセプト電算用コード、GTIN コードを対象とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医薬品情報標準化推進協議会 

 

2025年 11月 ver1.00 

2025年 12月 ver1.02 

2026年 02月 ver1.03 
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１．データ仕様・仕様改訂履歴 

 

データ仕様 

No. 項目名 データ型 備 考 

1 販売(商品)名 可変長文字列 商標名＋剤形＋規格 

2 規格 可変長文字列  

3 包装形態 可変長文字列 PTP,SP,バラ 

4 包装数量 可変長文字列 100,500,1000 等 

5 包装数量単位 可変長文字列 錠、カプセル等 

6 剤形区分 固定長文字列 内服、外用、注射 

7 YJ コード 固定長文字列 個別医薬品コード YJ コードリストより取得 

8 レセプト電算用コード 1 固定長文字列  

9 レセプト電算用コード 2 固定長文字列 選定療養 

10 調剤包装単位コード 固定長文字列 GTIN 

11 販売包装単位コード 固定長文字列 GTIN 

12 元梱包単位コード 固定長文字列 GTIN 

 

 

仕様改訂履歴等 

Ver. 作成日時 変更点 

1.00 2025/11/03 初版 

1.01 2025/11/06 改訂 

1.02 2025/12/21 エクセル作業者用の手順を記載 
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2．作業手順 

2-1．ファイルシートの作成 ---------------------------------------------------- 

2-1-1．ファイル項目の作成 

・新規エクセルにシートに GTIN（調剤包装単位コード(GTIN)、販売包装単位コード(GTIN)、

元梱包単位コード(GTIN)）、YJコード(YJコードリスト)、レセプト電算用コード 1、レセ

プト電算用コード 2(選)の項目(タイトル)を作成する 

 

2-2．データの取得 ----------------------------------------------------- 

2-2-1．GTINコードの取得 

・GTIN(調剤包装単位コード(GTIN)、販売包装単位コード(GTIN)、元梱包単位コード

(GTIN))をダウンロードする 

・医薬品データベース (無料サイト)の使用：MEDIS-DCのホームページより 

   URL ：http://medhot.medd.jp/ 

   仕様：DLFileLayout.pdf 

・データをダウンロードする 

    → 「全件：調剤包装単位・販売包装単位・元梱包装単位コードファイル」 

    → データを全てコピーしシート[GTIN]の各項目に貼り付ける 

 

2-2-2．個別医薬品コード(YJコード)リストデータの取得 

・個別医薬品コード(YJコード)リストからファイルをダウンロードする 

 URL ：http://www.capstandard.jp/ 

 仕様： 

<Shift-JIS 形式 CSV カンマ区切り形式ファイル(""囲み)> 

項目 項目名称 データ型 内容 

1 YJ コード 半角文字列 12 バイト固定 

2 医薬品名 全角文字列 電子処方箋対応 YJコード医薬品名と同一 

3 会社名 全角文字列 
製造販売承認を持つ 1社を設定。 

null は統一名収載医薬品の名称に該当することを指す 

4 リスト登録年月日 半角文字列 null または YYYYMMDD、新規データの場合に追加 

5 リスト除外年月日 半角文字列 null または YYYYMMDD、除外発生月の過去データに設定 

6 変更区分(※) 全角文字列 
"新規""除外""変更"の場合に設定、それ以外は null 

※2025 年 1 月から  

ファイル名 YJ-list******.csv (******は YYYYMM〔西暦+月〕) 

   → データを全てコピーしシート「YJコード」に貼り付ける 

2-2-3．レセプト電算用コードデータの取得 

http://medhot.medd.jp/
http://www.capstandard.jp/
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・データをダウンロードする 

 URL ：https://shinryohoshu.mhlw.go.jp/shinryohoshu/downloadMenu/ 

 仕様：https://shinryohoshu.mhlw.go.jp/shinryohoshu/file/spec/R06rec1.pdf 

 「医薬品マスタ」を押下し y.csvをダウンロード 

  → データをすべてコピーしシート[レセ]に貼り付ける 

  →「基本漢字名称」に”(選)”を含む行を切り取りシート[レセ(選)]に貼り付ける 

 

2-2-4．取得したデータのクレンジング 

 本コードファイルデータベースでは以下についてクレンジングを行う。 

・[GTIN]の「経過措置日」が前年までのものを削除する 

・[GTIN]の「告示区分」が"非告示",”収載予定”の行を削除する 

・[GTIN]の「基本漢字名称」から”(局)””(麻)”を削除する 

・「レセプト電算用コード(選)」、「医薬品名称」から”(選)”を削除する 

 

3．ダウンロードしたコードの結合 

 本コードマスタデータベースでは複数の医薬品コードデータを集約していることから、

各データを一つのテーブルにまとめ、YJコードマスタとして整理する。 

 

３－１．個別医薬品コード(YJコード)リストデータ 

・GTINコード–YJコード(YJコードリストから取得した YJコード) 

 ・GTINコードから取得した販売名と YJコードの医薬品名とを突合する 

→ 「YJコード」を取得し項目「YJコード 1」とする 

 ・GTINコードから取得した「告示名称」と[YJ]「医薬品名」とを突合する 

   → 「YJコード」を取得し項目「YJコード 2」とする 

     → 「YJコード 1」がある場合は「YJコード 1」を、#N/Aの場合は「YJコード 2」を

「YJコード」とする 

 

 

３－２．レセプト電算用コードデータ 

・GTINコード レセ電コード 

・GTINコードから取得した販売名称と[レセ]「告示名称」とを突合する 

   → 「レセ電コード」を取得し項目「レセ電コード 1-1」とする 

 ・GTINコードから取得した告示名称と[レセ]「告示名称」とを突合する 

   → 「レセ電コード」を取得し項目「レセ電コード 1-2」とする 

   → 「レセ電コード 1-1」がある場合は「レセ電コード 1-1」を、 

    #N/Aの場合は「レセ電コード 1-2」を「レセ電コード 1」とする 
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 ・GTINコードから取得した「告示名称」と[レセ(選)]「告示名称」とを突合する 

   → 「レセ電コード」を取得し項目「レセ電コード 2」とする 

   →「レセ電コード 1」が空白のものについて突合を確認し手作業で修正を行う 

   → 突合できなかったレコードは削除する 

 

4．バリデーション 

・新規の医薬品について該当するメーカーWEBサイトにアクセスし内容を確認する 

誤っている場合はデータの修正を行う 

 

5．ファイルの保存 —------------------------------------------------------------- 

・[GTIN]を csv形式で保存 

 → ファイル名を”〇〇_YYYYMMDD.csv”(YYYYMMDD は日付)とする 

・[GTIN]、[YJ]、[レセ]の各シートを作成する際に使用した各ファイルを同一フォルダに格

納し、フォルダ名を”YYYYMMDD”(作業日付)とする 

 

6．その他 

本作業は本来 RDBMS を使用することが望ましいがオペレーションに配慮し Excel 作業用の

手順を記載している。 

 

 

 

 

2025年 11月 ver1.00 

 改訂内容：全体的な見直し 

2025年 12月 ver1.02 

 改訂内容： 

2026年 02月 ver1.03 

 改訂内容： 
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【全体総括】 

 研究班では、GTIN コードを中心に病院

における医薬品マスタ管理業務の効率化を

図るため、医薬品コードマスタの構築を試

みた。医薬品コードマスタは医療現場にお

ける医療安全の向上に展開できる。 

医薬品のトレーサビリティを考えた場

合、メーカー・卸業者から医療機関までは

流通コードとして GTINコードがある。但

し、GTINコードは医療機関の入口までで

あり、実際の医療現場ではローカルコード

など、インハウス型の医薬品コードが主流

をなしている。そのため、流通コードであ

る GTINを使用することは、関係者に対し

多くの労力を要することとなっている。現

在、製品データベース等の構築がすすんで

いるものの、現時点では明確な仕様等は明

らかになっていない。そこで、本研究では

流通コードと院内コードとを対応するため

の医薬品コードマスタを構築した。さら

に、現在稼働している薬剤部門システム等

にも共通コードの対応が望まれる。医薬品

コードマスタはマスタ担当者の負担軽減を

図るだけでなく、処方データ等の二次利用

時に研究者の負担軽減にも大いに役に立

つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 流通段階では GTIN（調剤包装単位）コ

ードが必要である。しかし、医療現場では

調剤包装単位コードでなく、医薬品（薬

名：・・・錠○○㎎等）のコードの利用で

ある。さらに、医薬品データの二次利用を

考えた場合、YJコードでの対応が医療現

場では望ましい。そのため、GTINと YJ等

との連携を図ることのできる体制（コード

マスタ）が望まれる。このコードマスタの

構築は医薬品コードの関係性を明確にする

とともにマスタ担当者の業務効率化を図る

とともに、医薬品の確認等、医療の安全に

も貢献する。 

 医薬品コードマスタは各医療機関、薬

局、ベンダーの工夫により、データの紐づ

け等による利活用が期待される。さらに、

今後の課題と考えるが、欧米等で運用され

ているデータベースとの整合性を視野に入

れておく必要がある。

 

 

 

GTIN コード 

（元梱包装単位） 

（個装包装単位） 

GTIN コード 

（調剤包装単位） 

・ローカルコード 

YJ コード,レセプト電算コード 

コード対応 


